
糸魚川市駅北大火 被災者･関係者説明会 

 

期日：平成 30年 11月 26日(月) 

場所：ヒスイ王国館２階ホール 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ  

 

３ 全体説明 

（１）被災者の再建状況について                  資料１ 

 

  

（２）各種支援制度の実施見通しについて              資料２ 

 

 

（３）駅北地区におけるにぎわいの創出について       

・復興まちづくり市民会議における検討状況について       資料３ 

 

・にぎわいづくりの展開について                資料４ 

  

・にぎわい創出広場の整備について               資料５ 

 

 

 

 （４）その他 

   ・無電柱化事業と雁木整備に関するブロック意見交換会の開催について 

     本町通りブロック、Ａ３ブロック(万代屋裏小路線沿線) 

 12月 11日（火） 19時から  会場：ヒスイ王国館２階ホール 

 ※関係の方には、個別に案内いたします 

 

・駅北大火２年事業の開催について                

 

 

４ 復興まちづくり情報センターからのお知らせ   

   

 

 

５ 閉  会  
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被災者の再建状況について 
 

・被災地内における居住見込み（下表①～③）は、 

７２世帯／１０８世帯 ６６.６％  

１４３人／２２３人  ６４.１％  です 

・１１月１日現在では、被災地内居住見込のうち 

４１世帯／７２世帯  ５６.９％  

１０２人／１４３人  ７１.３％  

 の方が、すでに居住を再開されています。 
  

１ 被災者の状況          （平成 30 年 11 月１日現在） 

被災者数：１４５世帯 ２６０人 

  

（１）居住していて被災された方：１０８世帯 ２２３人 

 ① 部分焼または再建済み等で被災地内に居住済みの方 

４１世帯 １０２人 （１６世帯  ４１人） 

② 被災地内で戸建て再建の意向（現在は仮住まい） 

１３世帯  ２０人 （３８世帯  ８７人） 

③ 被災地内で市営住宅入居の意向（現在は仮住まい） 

１８世帯  ２１人 （１８世帯  ２２人） 

④ 被災地外で再建の意向（現在は仮住まい）又は再建済み 

３２世帯  ６３人 （３２世帯  ６３人） 

⑤ 未定 

０世帯   ０人 （ １世帯   ２人） 

⑥ 転出（一部世帯員の市内転居を含む） 

９世帯   ９人 （ ３世帯   ３人） 

⑦ 死亡 

７世帯   ８人 （ ４世帯   ５人） 

（2）建物所有のみで被災された方：３７世帯  ３７人 

※①から⑦の（）内は平成 30 年 3 月 1 日現在の世帯数、人数です。 

※同一世帯で世帯員の状況が異なる場合があるため、世帯数は合計に一致しません。 

 

 

 

 

資料１ 

問合先  糸魚川市復興推進課 復興係 

電話番号 025-552-1511(代表) 

ＦＡＸ  025-552-7372 
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被災事業所の再建見込みについて 

営業中の被災事業所は 

 44 事業所／56 事業所 78.6％  です 

計画対象地域内※１の被災事業所の再建見込み（予定を含む）は  

32 事業所／56 事業所 57.1％  です 

※１ 計画対象区域：復興まちづくり計画の計画範囲（約１７ha） 

 

 被災事業所の状況       （平成 30 年 11 月１日現在） 

被災事業所数：56 事業所 

  

（1）営業中  44 事業所 

 ①計画対象地域で再建済み        15 事業所 

②計画対象地域外で再建済み        11 事業所 

③今後、計画対象地域で再建予定 6 事業所 

④今後、計画対象地域外で再建予定   ３ 事業所 

⑤部分焼等で大火直後から営業継続   ９ 事業所 

（2）休業中   5 事業所 

 
① 今後、計画対象地域で再建予定 2 事業所 

② 未定                3 事業所 

（3）廃 業   7 事業所 

◆表の見方 

・(1)①、③、⑤、(2)①の合計（32 事業所）が、復興まちづくり計画の計画対

象地域内で再建見込みとなる数です。 

 

【参考】平成 30 年 3 月 22 日付け被災者・関係者説明会資料との比較 

区分 
11/1 

現在 

3/22 

資料 
増減 

(1)被災地内で営業中（部分焼又は再建済み） 15 9 6 

(2)被災地内で再建の意向（再建中を含む） 7 12 △5 

(3)被災地外で再建の意向 24 25 △1 

(4)未定 3 4 △1 

(5)廃業 7 6 1 
 

 問合先  糸魚川市商工観光課企業支援室商工労政係 

電話番号 025-552-1511(代表) 

ＦＡＸ  025-552-7372 
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被災者支援制度の実施見通しについて 
 

 

 

 

 

１ 年内は実施（平成 30 年 12 月まで） 

①保健師、看護師等による定期的な全戸訪問 

（支援が必要な世帯は、引き続き個別に訪問します） 

  ※年内の予定：12 月 4 日(火)～6 日(木) 対象世帯には案内送付済み 

 

２ 年度内は実施（平成 31 年 3 月まで） 

①生活支援相談員による定期訪問 

（福祉事務所、社会福祉協議会の通常業務の中で対応します） 

②健康づくり支援事業 

（医療費、介護サービス費、健康づくり施設利用費の一部助成） 

③おでかけパス（外出支援）事業 

（路線バスが乗り放題となる定期券の支給） 

④子どもがいる世帯向けの支援制度 

（保育料、児童クラブ利用料、子ども医療費、予防接種費等の免除や助成） 

⑤仮設店舗設置等支援事業 

（仮設店舗の設置経費や家賃の一部助成） 

 

３ 平成 31 年度中は実施 

①住宅再建資金借入に対する利子補給 

（平成 31 年 12 月 31 日まで） 

②被災者生活再建支援金の支給 

（住宅の再建に対する加算支給は、平成 32 年 1 月 21 日を過ぎると申請

できません） 

③生活資金借入に対する利子補給 

（平成 32 年 1 月 31 日まで） 

④地元産木材を使用した住宅・店舗の再建支援 

（県制度：平成 32 年 3 月 20 日まで 市制度：平成 32 年 3 月 31 日まで） 

資料２ 

これまで各種制度により、仮住まいや仮営業、住宅や店舗の再建

等を支援してまいりました。被災地内における再建の進捗や制度の

利用状況等をふまえ、今後の実施見通しについてお知らせします。 



2 
 

４ H32 年度以降も当面は継続予定 

①景観や建物の不燃化に対する支援 

②本町通りにおける雁木の再建に対する支援 

 ③地元事業者を利用した再建に対する支援 

 ④再建に関する建築相談 

 ⑤事業所の再建に対する支援 

  （信用保証料補給、創業資金の一部助成と利子補給、 

クラウドファンディングによる資金調達費用の一部助成） 

 

５ 固定資産税・都市計画税に関する軽減 

 ①土地に関すること 

  一般的に住宅が建っている土地（住宅用地）は固定資産税等が軽減されて

います。今回の大火で住宅がなくなった方については、建物がなくなっても

今年度末まで軽減が継続します。 

 

 【注意】平成 31 年 1 月 1 日時点で、(1)住宅が建っていない、(2)住宅以外

（店舗等）の建物が建っている方については、平成３１年度から軽減がなく

なり、平成３０年度に比べて固定資産税等の金額が大きくなります。 

 

 

②建物・償却資産に関すること 

  被災した建物や償却資産に代わり、新たに取得（再建築もしくは購入）し  

た場合は、取得した翌年度から４年度分の税額が軽減（1/2）されます。 

 

 【注意】平成 33 年 3 月 30 日までに取得したものに限ります。  

 

 

※支援制度の実施見通しについては、現時点のものであり、今後の

状況により制度の見直しや実施期間が変更になる場合があります。 

 

 
問合先 １～４は、糸魚川市復興推進課  復興係 

      ５は、糸魚川市市民課 固定資産税係 

電話番号 025-552-1511(代表) 

ＦＡＸ  025-552-7372（復興推進課）552-8250（市民課） 



復興まちづくり市民会議における検討状況

にぎわいの定義
・市内から市外から、目的を持って街に人が集う
・糸魚川に魅力を感じた人たちが、たくさん訪れている
・駅に降り立った人たちが、街中を回遊している
・住民同士の結びつきが強く、たとえ一人でいても寂しくない
・街の環境整備が行われ、利用されている

○ターゲット
・子育て世代、働いている世代、
学生、Ｕ・Ｉターン移住者

○具体的な姿
・仕事のシェア
・子育てのシェア
・空間（居住、お店）のシェア

○ターゲット
・市外の人、学生

○具体的な姿
・人が来る必然性（図書館等の市の
出張機関）
・街中で人々の会話が増える

・御風さん、ヒスイ、ジオパーク、食な
どの糸魚川の魅力を発信

・学生が集まって勉強したり、話をした
り出来るスペース

○ターゲット
・子ども

○具体的な姿
（子ども）

・学校帰りのたまり場、体をつかって遊んで
いる、食べ歩きや駄菓子屋で楽しんでいる
（家族）

・家族でお茶タイム（おやつ付）、子どもがワ
イワイできる喫茶店

・おじいちゃん、おばあちゃんとこどもが一緒
に街を歩いている

■第１回（7/27）：会議の設置、これまでの検討状況の振り返り、アドバイザーからの講演

■第２回（8/31）：ワークショップ形式により、にぎわいのイメージを共有し定義化

■第３回（10/4）：にぎわいの定義を基に、駅北地域の役割や具体な取組について３つのテーマに集約

暮らしをシェア
(共有)する駅北

お金の稼げる
駅北

子ども連れでも
楽しめる駅北

■第４回（11/6）：第３回目までの検討状況について市長、糸魚川商工会議所会頭と意見交換

資料３

※今後はにぎわいの拠点施設を含む具体的な取組について、さらに検討を進め、これからの駅北のに
ぎわいづくりについて提案をいただきます。



にぎわいづくりの展開について

H30 H31 H32 H33

【これからのまちづくりの手順】
人材育成から、小さな事業が生まれ、
人が集い、住むことでエリア価値が上がる

・・・・・・・・・・・・・・・・・

民間主体の
持続的な発展へ

3.にぎわい
拠点施設

2.にぎわい
創出広場

ま
ち
の
活
気
・人
の
流
れ

若者や子育て世代
が訪れる場

新しい産業
が生まれる

おもしろい
まちになる

まちに住む
人が増える

エリアの価値
が上がる

1.リノベーション
まちづくり
（人材育成）

学びと実践の場 地域交流、チャレンジ
が生まれる場

子どもやそれを取り
巻く人が集い
消費につながる

リノベーションまちづくり

まちに関わる
おもしろい人が
育ち、集まる

小さなチャレンジから
小さな産業が起き
消費活動が生まれる

おもしろい人が
集まり始める

小さな事業
が生まれる

まちを訪れる人
まちに関わる人
が増える

資料４（案）

１



にぎわい創出のための相関図
（公共的機能による集客を周辺での活動や消費に波及）

●これらの取組により、
駅北全体が、地域ならで
はの魅力で来街者（住民
や旅行者等）をもてなす
場（まちやど）になるこ
とを官民一体となって目
指していく。

割烹

酒蔵

酒蔵

そば処

活動や消費が生まれる場 観光拠点
レセプション

地域コミュニティの場

糸魚川地区

公民館

社会教育活動の場

観光拠点
ジオパル

にぎわいのトライアングル
老舗事業所と広場・小路
による回遊と集いの空間

連携
商店街（事業所・小売)

商
店
街
（事
業
所
・小
売
）

海望施設

広場・小路

駐車場

駐
車
場

２

復興市営
住宅

ヒスイ王国館コモンズ

３．にぎわい拠点施設
若者や子育て世代が訪れる場

子育て支援１．リノベーション
まちづくり

活動が行われる場
消費を生み出す場

２．にぎわい創出広場
活動や消費が生まれる場
防災意識を高める場

地域交流・
チャレンジ・
防災意識啓発

※駅北全域を対象

（案）

人材育成



１．リノベーションまちづくりによるエリア再生について
（持続可能なまちづくりを担う人材の育成に向けて）

・中心市街地における空き家、空き店舗の増加（駅北大火以前の課題が浮き彫り）
・駅北地区におけるにぎわい活動の低迷（活動を担う人材の不足）
・復興する被災地（新しい）と周辺地域（既存）の調和と連携

課

題

・既存物件や大火復興で生まれた公共空間等、地域ならではの資源を利用した活動を創出
・活動の連鎖的つながりによる面的な地域価値の向上

方
針

学び 実践

・空き家空き店舗を活用した新規事業者の増加
・まちづくりの担い手と訪問者の増加
・まちに活気が生まれ、エリア全体の価値が向上

・リノベーションまちづくりシンポジウムによる機運の醸成
・リノベーションスクールによる事業化に向けた知識の習得

3
プレーヤーが集まり、生まれる

20年近く空いていた物件をリノベーションし
た共場コモンズ【白馬通り】

空き店舗（旧パチンコ店）をカフェに改
修【静岡県熱海市内】

（案）



２．にぎわい創出広場の整備について
（多様な活動を通じて市民が憩い集まる場の創出に向けて）

・大火前からの中心市街地における消費活動の低下（人口減少、郊外化、インターネットの普及）
・中心市街地における滞在者の減少（駅北大火により居住者、事業者の一部が郊外へ転出）

課
題

・滞在者をまちに呼び込み、周囲の消費活動に展開
・「地域交流」「チャレンジ」 「防災意識啓発」を柱とした集いの場を創出

方
針

地域交流 チャレンジ 防災意識啓発

・市民や地区の活動を支援
する相談機能
・まちづくりを担う人と人、団
体をつなぐ地域のハブ機能

・大火の記録と伝承
・防災教育プログラムの展開
・大火を切り口とした市の情報
発信

・若者や女性の「やりたいこと」
の実現の場
・商店街での起業、創業につな
げるチャレンジの場

まちと“関わる”キッカケの場
4

（案）



３．にぎわい拠点施設【子育て支援分野】の整備について
（３０年先の糸魚川市を担う子どもたちの健やかな育成に向けて）

・若者や子育て世代の来街機会の減少（市街地の活力低下の一因）
・子ども一貫教育方針による切れ目のない子育て支援環境のさらなる充実

課
題

・若者や子育て世代が目的をもって街に訪れる機会を創出
・妊娠・出産から子育て時期をトータルサポートする子育てワンストップ窓口を整備

方
針

安 心

 育児の相談
 子育てのサポート
 子どもの居場所

学 習

 子ども同士、保護者同
士の交流促進

 講座、イベント開催に
よる多世代交流

遊びの場

 悪天、冬期における
外出機会の創出

 親子ふれあいの場

学習室
図書スペース

グループ活動室
フリースペース

屋内遊戯施設
絵本スペース
児童館スペース

 学習環境の提供
 中高生の居場所

交 流

まちを“訪れる”キッカケの場

子育ての支援センター
一時預かり（保育室）
育児援助（ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ）
手続きのﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口

5

（案）
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にぎわい創出広場の整備について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 整備目的 

 にぎわい創出広場は、多様な活動を通じて市民が憩い集まる「ま

ちと関わるキッカケの場」として、にぎわいを創出し、周辺の消費

活動への波及等を促す場所を目指します。 

 

 ①地域交流の場 

  市民や地域の活動を支援、相談できる機能を設け、まちづくり

活動を促進します。 

 ②チャレンジの場 

  広場を利用して活動したいこと（利用会議での提案等）の実現

や、創業につなげるチャレンジの場とします。 

 ③防災意識啓発の場 

  大型防火水槽があることから、大火の記憶、記録を伝え、学習

する場、大火を切り口とした市の情報発信の場とします。 

 

２ 計画概要 

(1)整備概要（別紙 1） 

面  積 敷地面積 1,336 ㎡ 

      延床面積  446 ㎡（建築面積 357 ㎡） 

       屋内オープンスペース   1９0 ㎡ 

       キッチンスペース      92 ㎡  

       その他（トイレ、倉庫ほか）164 ㎡ 

 構  造 鉄骨造 

 

(2)施設の機能、利用イメージ 

 ①屋外スペース 

  ・屋外イベント 

にぎわい創出広場の整備については、多様な活動を

通じて市民が憩い集まる場の創出に向けて、日常的な

利用からイベントでの利用まで幅広く利用できると

ともに、年間を通じて天候に左右されずに利用できる

全天候型広場として整備します。 

資料５ 
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  ②屋内オープンスペース（自由度の高い屋内広場のような空間） 

・市民や来訪者の休息、学生の集い、子どもたちが自由に遊べる場

所など日常的な滞在 

   ・イベント、集会・講演会、ミニシアターなど様々な活動 

   ・防災意識啓発と情報発信、一時避難場所 

  ③キッチンスペース   

   ・マルシェ等のセンターキッチン、 

・「食」を通じたチャレンジ（創業） 

   ・日常的な憩いと地域交流 

   

 (3)運営方法等について 

  施設の運営管理は、市が直接行うのではなく民間事業者や団体

が持つノウハウやネットワークを生かせる方法を検討しています。   

平成３１年度当初に運営管理者の選定を予定していますが、これ

に向け、民間事業者や団体と事前に対話を行い、より良い施設活用

のアイデアや民間の活力が生かされる運営方法等について意見交

換を行います。 

・１回目 12 月 19 日（水）事業概要の説明、意見交換 

・２回目 １月中旬を予定  管理運営条件等について個別に対話 

 

３ スケジュール 

平成 30年度 平成 31年度 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3

月 

  

 
 

 

 

 

 

 

    

    
   

 

 

 
問合先 糸魚川市復興推進課にぎわい創出係 

 電話番号 025-552-1511(代表) 

実施設計 

建設工事 

入札 

●
１
回
目 

事業者等との対話 

選定手続き 

運営管理者による準備期間 

運

営

開

始

予

定 

●選定 選定準備 
●
２
回
目 



にぎわい創出広場平面図、立面図 

■本平面図、立面図をもとに今後詳細な設計を進めていきます。 

【北側立面図】 

12.4m 

（本町通り側） 

2.4m 

5.0m 

景観･不燃化ガイドラインとの適合性 
 ■不燃化 ●景観 
 
■準耐火建築物 （適） 
■間口率7/10  （対象外） 
■高さ5ｍ以上  （適） 
 
●屋根勾配3.5～5寸 （適） 
●切妻屋根の平入り （適） 
●軒の出        （適） 
●雁木  （適） 
●縦格子 （適） ※雁木に装飾予定 
●屋根の色、外壁の色等 
 今後ガイドラインにあわせて決定 

【東側立面図】 

28.8m 

２階 

事務スペース 

１階 

【平面図】 

7.4m 

機械室 事務スペース 

倉庫 
トイレ 

キッチン 
スペース 

オープン 
スペース 

オープン 
スペース 

（雁
木
） 

28.8m 

12.4m 

12.9m 

4.0m 

5.2m 

6.8m 

屋外 
スペース 

資料５（別紙１） 

３ 

※寸法は、1センチ単位を四捨五入してメートル単位で表示 



協力●大町区・緑町区・新七区・中央区・上刈区・糸魚川商工会議所・糸魚川広域商店街・糸魚川本町通り商店街振興組合・
糸魚川駅前銀座商店街振興組合・新潟県建築士会糸魚川支部（糸魚川まちなみを愛する会）・糸魚川市消防団

主催●糸魚川市

平成30年

12月22日（土）
10時から

糸魚川地区公民館・にぎわい創出広場・
糸魚川ジオステーション ジオパル・
ヒスイ王国館 ほか

復
興

ま
ち
歩
き
の
日

2
0
1
8

糸
魚
川
市
駅
北
大
火
2
年
事
業

日 時 会 場

作画／カテイトエ（梅津諭・和枝）

お問合せ●糸魚川市産業部復興推進課　☎025-552-1511　　fukkou@city.itoigawa.lg.jp



10糸魚川広域商店街
　お楽しみガラポン抽選会
 　9:00～18:00
　（駅前通り商店街事務所）

※地区、商店街、まちづくり活動団体などが主催する催し

⑪土曜楽市
 　9:00～13:00
　（本町通り雁木下）

⑫駅北火の用心夜回り隊
　町内巡回
 　17:00～18:00
　（広域商店街周辺）

⑬復興イルミネーション点灯式
　18:00～19:00 （にぎわい創出広場）同 時

開 催

糸魚川市
駅北大火
2年事業

・糸魚川まちなみフォトコンテスト表彰式
・復興まちづくり版マンホール蓋お披露目
・ミニ講演会（10時30分頃～）
  「火災に強い復興市営住宅のヒミツ」

・県内初導入!放水体験車（がんばって消そまいCAR）
　による放水体験
・こども消防隊による寸劇（11:00、13:15、14:00の3回）
・はしご車の乗車体験

11:00～15:00
❸体験!防火と防災

（ジオパル キハ52待合室）
「あるものを活かし　ならではをつくる」

手作り作家と一緒に作品を作って会場のツリーに飾りましょう！

❻まちづくりシンポジウム

（ヒスイ王国館２階　万葉）
10:00～12:00、13:00～15:00
※各20組（事前申込が必要）

⑧親子工作　雁木下を照らす行灯づくり
あん どん

❶開始式

11：45～12:15④雁木の完成お披露目
17：00～19：00⑤藍染め布のランプシェード点灯

糸魚川小学校３年生の作品を展示します。

10:00～11:15

②復興市営住宅工事見学会 11:00～12:30

14:00～16:30

SL
パーク

SL
パーク

上越方面→

　糸魚川
↓市役所

国道8号
←至富山

至上越→

日本海

日本海口
（北口）

白
馬
通
り 糸魚川郵便局

糸魚川
商工会議所

日本海ひす
いライン

大糸
線 北陸新幹線

アルプス口
（南口）

¥

寺町

寺町

一方通行一方通行⬅

糸魚川小学校
糸魚川小学校

文文

（有料）
ヒスイ王国館

富山第一銀行
糸魚川支店
●

●
糸魚川
信用組合
本町支店

●

●大光銀行 糸魚川支店
●
糸魚川横町
郵便局 まちなか

駐車場

糸魚川駅

●

●

●

●

●

・カテイトエ作画　オリジナルイラスト入り
　復興まち歩きの日2018 
　オリジナルクリアファイル

・復興まちづくり版マンホール蓋
   デザインコルクコースター

⑦ジオパーク的視点で振り返る駅北大火パネル展示

⑨クリスマスツリー飾りのワークショップ

10:00～12:00、13:00～15:00

●

❶開始式 10:00~11:15
糸魚川地区公民館

②復興市営住宅工事見学会 
　　　　　　　　11:00~12:30

復興市営住宅工事現場
本町通り

④雁木の完成お披露目
11:45~12:15

にぎわい創出広場

共場 糸魚川コモンズ
（旧砂山商店）

糸魚川ジオステーション ジオパル

ランチは、
商店街の
お店で！

P

P

P

P

P

P

・糸魚川小学校
・糸魚川商工会議所
・市役所旧寺町車庫
（商工会議所南側）
※この他の場所での駐車はご遠慮ください。

どこから参加してもOK! １か所だけでもOK！

マークの場所で差し上げます。

詳しくは
裏面

⑬復興イルミネーション点灯式 18:00~19:00
イルミネーション点灯に合わせ、
心がホッとする「ふるまい」をご用意します。

⑦ジオパーク的視点で振り返る
　駅北大火パネル展示

駅前通り商店街事務所

9:00~18:00

※悪天候のときは、内容が変更または中止になる場合があります。（②～④、⑪～⑬）

株式会社 スタジオ・クハラ・ヤギ

※なくなり次第終了

久原 裕氏（左）　八木敦司氏（右）

空くじ
なし！

その他の駐車場（無料）

お汁粉のふるまい
10：00～（先着100名様）

ヒスイロード「イルミネーション」
　（駅前通りアーケード下）
　 11/30（金）～2/28（木）

本町通り

⑤藍染め布のランプシェード点灯
17:00～19:00

北越銀行
糸魚川支店

❸体験！防火と防災 11:00~15:00

⑨クリスマスツリー飾りの
　ワークショップ
　 10:00~12:00・13:00~15:00

❻まちづくりシンポジウム
　　14:00~16:30

10糸魚川広域商店街
お楽しみガラポン抽選会
参加店でお買い上げ500円ごとに抽選補助券
を１枚差し上げます。補助券５枚で１回抽選！
【セール期間：12月7日（金）～22日（土）】

（キハ52待合室）

復興に歩むまちを散策して、糸魚川の魅力を再発見しよう！

第四銀行
糸魚川支店

駅前海望公園糸魚川地区
公民館駐車場

糸魚川地区
公民館駐車場

糸魚川地区
公民館駐車場

⑧親子工作
　雁木下を照らす行灯づくり
　10:00~12:00・13:00~15:00（ヒスイ王国館 万葉）

●
復興まちづくり情報センター

⑪土曜楽市 9:00~13:00
お買い上げ500円以上でかつての
冬の風物詩、雁木下の“上刈みかん”
プレゼント（先着50名様）

当日
限定

県史跡 相馬御風宅
9:00~16:00
・12/22㊏は入館料無料
・御風プチ企画展
・バタバタ茶のふるまい（10:00~15:00）



①ヒスイロードがイルミネーションで輝きます 

②大町区「お楽しみ会」が18回目を迎えます 

 糸魚川の玄関口『ヒスイロード』がイルミネーションで明るく元
気に彩られます。 

 月に一度、大町観音堂で行なわれている大町区の「お楽しみ会」。    
毎回20名を超える参加者で、とても賑やかな会になっています。 
大町区民の方は、ぜひ一度、ご参加ください。 

○○○○の○○○○サラダ 

点灯期間 11月30日(金曜日)～2月28日(木曜日) 
  主 催 者  ヒスイロードイルミネーションプロジクト実行委員会事務局 

 
    

点灯期間 

主 催 者 

ヒスイロードで点灯式が行われます。 
ぜひお出かけください！ 

【点灯式】11月30日(金) 
18:00～ スタート 

【次回の開催】12月12日(水) 
 時間 11:00～ 
 場所 大町観音堂 

   【問合先】 復興まちづくり情報センター                  
         TEL 555-7244 
         FAX 555-7245 
         info-itoigawa@bf.wakwak.com 
         
   【MAIL】 
         



③駅北火の用心夜回り隊が今年も出動！ 

 大火から２年となる12月22日(土)、 
大町区、新七区、緑町区の防災会が、
昨年に引き続き、地域を回り火の用心
の呼びかけを行います。 

12月22日(土)     日 程 

主 催 
夜回りルート 

三区防災会 

【年末年始のお休み】 12月31日(月)～1月3日(木) 

・17時30分 緑町会館出発 
・18時00分 にぎわい創出広場到着 

       【復興情報住民説明会】の開催 
 

 にぎわいのある復興まちづくりに向けた取り組みなどについて、
被災4区民の皆さまにお伝えします。 
 

 日程 12月16日（日）10:00～11:30までを予定 
 場所 糸魚川地区公民館3階 大ホール 


